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種   別  建造物、歴史資料、工芸品 

指定年月日  令和５年６月１日 

所 在 地  小松市園町（来生寺） 

 

経蔵は、過去に大きな修理が行われているが、文久２年（1862）の火災で焼けてお

らず、塗装された外壁の下に当初の石壁と塗り下地が残り、主要構造を残すと判断さ

れる。特に、輪蔵
りんぞう

の彩色装飾が当初の状態をよく残すとともに、蔵と一体と

して設計された構築物としての状態を原位置で保っている点が評価される。

加賀地方南部で、藩政期に遡ることが確実な経蔵・輪蔵はこれのみであり、

建築年代、願主や寄進者、大工棟梁、瓦職人や石工などが判明する豊富な資

料が揃っている。さらに、石蔵形式という地域的特徴も示す。 

 よって、加賀地方における経蔵建築の発展を知る上で貴重な建物でかつ、

建築年代の明らかな藩政期の石蔵および輪蔵として編年上の指標になり得

る建物として評価できる。 

経蔵獅子口には、製作年、世話人、製作者、製作地がヘラ書きされ、実態

の定かでない若杉瓦の一端を窺い知ることができる。製作者の一人は越前敦

賀の住人であり、地元職人が赤瓦先進地越前の技術協力を得て瓦生産を行っ

ていた背景がみてとれる。なお、文政８年（1825）という製作年は現在確認

できる若杉瓦としては最古例であり、今も続く小松瓦の初期資料として貴重

である。また、同寺に保管される文政８年銘の青磁三具足とは製作地及び製

作年を共有しており、当時の来生寺と若杉瓦屋・陶器所との特別な結びつき

を窺わせる一括性の強い歴史資料としても重要である。 
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